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2011 年 4 月 25 日 

旭化成ホームズ株式会社 

2 階リビングと一体となった半屋外空間「そらのま」を提案する 

外壁とルーバースクリーンのコンビネーションが印象的な都市の住まい 

「ヘーベルハウス そらのま＋（プラス）」新発売 

 

旭化成ホームズ株式会社（本社：東京都 新宿区、代表取締役社長：平居 正仁）は、

都市の比較的小規模な敷地向けに、伝統的な縦格子をイメージしたルーバースクリー

ンと外壁の ALC コンクリート「ヘーベル」とのコンビネーションが印象的な 2 階建戸

建住宅商品「ヘーベルハウス そらのま＋（プラス）」を、2011 年 4 月 29 日より発売

します。 

今回の商品では、良好な日照・採光が望みにくい比較的小規模な敷地に建設される

2 階建住宅に、2 階リビングとそれに連続する建物の一角に「そらのま」と名付けた、

プライバシーを確保しながら光や風など自然の恵みを取り入れ、心地よい暮らしを可

能とする半屋外空間の設置を提案します。 

この「そらのま」がリビングと一体となり、家族が暮らしを楽しむ快適な空間とな

るように多くの工夫を凝らしました。代表的なものとして、日照と通風を確保しなが

ら外部からの視線を遮り、程よく外部とつながるための新たなアイテムとして、大型

ルーバースクリーン（縦格子パネル）を開発しました。このルーバースクリーンは 2

階「そらのま」のみでなく、１階の開口部がある居室の外壁面などにも設置すること

で、目隠し機能と防犯機能を発揮し、夏でも窓を開けて暮らすことが可能となります。 

今回の建物は敷地間口いっぱいの合理的な箱型を基本としており、4 色を揃えたル

ーバースクリーンと多様なデザインバリエーションの外壁とのコンビネーションによ

り、これまでに無い印象的なファサードデザインを実現します。特に外壁ヘーベルで

は、削り出した岩肌をイメージした新外壁目地（SR 目地）も新たに採用しました。 

また、設備的には陸屋根の利点を活かし、都市における貴重な日照を「そらのま」

に落とすと同時に、屋上部に太陽光発電パネルを搭載することで太陽の恵みをエネル

ギーとしても取り込みます。 

本体価格は今回提示のプロトタイプで 3,090 万円（太陽光発電 3.78kW、エレベータ

ー準備、消費税込み）、初年度は年間 500 棟の販売を目指します。 

 

Ⅰ．開発の背景 

当社では創業以来、都市部の住宅地を中心に事業を展開しており、都市部の特徴的

なニーズに対応する 3 階建住宅、二世帯住宅、賃貸併用住宅などを数多く手がけてき

ました。また、近年では都市における自然環境との調和の視点から、都市部の住まい

に光や風など自然の恵みを取り入れるために“都市で賢くひらく”をコンセプトに、

中庭を中心として自然の恵みを取り込む 2 階建の住まい「ヘーベルハウス そらから」

を 2002 年に発売、更に 2004 年にはより敷地条件の厳しいエリアに向けて 3 階建住宅

「ヘーベルハウス かぜのとう」を上市するなど、常に都市において自然の恵みを活か

すことを念頭に住まいづくりを進めてきました。 



2 階建専用住宅については、「そらから」が多少敷地に余裕のある 50～60 坪程度の

低層住宅地を想定したものでしたが、最近では 30～35 坪程度の敷地における 2 階建住

宅の需要が多く存在します。当社では、1 階では日照や通風を期待しにくいこのよう

な敷地に対して、2 階リビングの住まいを提案して参りましたが、一層の提案力強化

が必要と判断し、今回の商品を開発しました。 

 

Ⅱ．商品の特徴 

１．プランの特徴 

総 2 階の箱型の建物を基本形状とし、1 階部分に個室、日照・通風に恵まれた 2 階

部分にリビングを設置し、リビングと連続する躯体架構の一部を空や外部に向かって

開き、壁・天井・窓の設えがある半屋外空間「そらのま」（オープンロッジア）とし

ます。 

リビングと「そらのま」をつなぐ開口部は、新開発の大開口サッシ「ビスタウィン

ドウ」により、遮るものの少ない内外一体となった視覚的なつながりを演出します。

また、「そらのま」の開放面には、ルーバースクリーンを設置したり、パーゴラを設

置するなど、視線を程よく遮りながら光と風を取り込むさまざまな新規開発アイテム

を用意しました。 

道路に面した敷地の場合は建物を敷地間口いっぱいの箱型とし、道路に連続する前

庭を街に開いたオープン空間とします。その上で、ルーバースクリーンを用いてファ

サード側の視線を程よく遮りながら、外部とつながる形態とします。これにより、街

並みにやさしく、プライバシーと防犯性を兼ねたファサードデザインを形成すること

ができます。建物の壁面までを街とのつながりと捉えたオープンな外構計画を行うこ

とで、街なみの形成にも貢献します。 

また、都市に多い路地状敷地の場合、2 階の「そらのま」は建て込んだ周囲からの

視線を気にせず、光と風に溢れた快適な 2 階リビングの暮らしを実現します。 

 

２．外観の特徴 

今回の提案では、ファサード側が大きな壁面となりますが、新たな開発アイテムで

ある大型のルーバースクリーンを設置することで、デザイン ALC の外壁との組み合わ

せによるこれまでに無かった外観デザインが実現します。ルーバースクリーンのカラ

ーは 4 色。削り出した岩肌をイメージした新外壁目地（SR

目地）も加え、多様な外壁デザインとの取り合わせで、外

観デザインを楽しむことが可能です。 

 

３．新たな開発アイテム類 

(1)「そらのま」を快適に設えるアイテム群 

①ルーバースクリーン 

伝統的な縦格子をイメージした大型パネルのアルミ製ルーバーで、

周囲からの視線を遮りプライバシーを確保しながら光と風を取り入れ

ます。ステン・ブラウン・ダークメイプル・ソフトウォールナットの

4 色を揃えることで、多様なデザイン・カラーの外壁とのコンビネー
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ションにより印象的なファサードデザインを実現します。 

②システムパーゴラ 

隣家の上階からの視線を遮りながら、「そらのま」への天からの日差しを柔らかく

するアルミ製の透かし天井様の棚。上部が程よく囲われることで「そらのま」を落ち

着きが感じられる気持ちのよい空間とします。 

③二重壁オープンウィンドウ 

「そらのま」の一面に設けた ALC コンクリート「ヘーベル」による重厚な 2 重壁に

設置するガラスの無い 90 センチ四方の開口部。視線が外部に抜け、外の景色を切り取

ったように見る事ができるため、「そらのま」に広がりを感じさせます。 

④外壁フック・軒天フック 

「そらのま」を季節に応じて設えるために、日除けやタープを止めたり、つりしのぶ

や風鈴をつるすなど多様に活用できるフックを外壁と軒天に設置。 

⑤ビスタウィンドウ 

大きな 1 枚 FIX ガラスと引戸で構成する隠し框の新たなサッシを「そらのま」とリビ

ングの間に設置。視界を遮ることなく、リビングと「そらのま」が一体となります。 

 

 

(2)コンパクトな都市住宅を一層快適にするアイテム群 

①玄関引戸 

玄関アプローチの省スペース化に有効で、子供から高齢者まで開閉し

やすい玄関引戸のデザインを刷新し、カラーバリエーションも 2 色から

3 色へと増やしました。 

②バタフライスリット窓 

1 階が個室となる今回の提案では、外側にルーバースクリーンが設置

されていない部屋でも窓を開放して就寝できるように、防犯性と両立す

る縦長の新たなサッシを採用。上下 2 段でサッシの吊元が逆になってお

り、建て込んだ敷地でも隣地との間を流れる風を風向きにかかわらず取

り込むことができます。 

③モンドリアンウィンドウ 

外観上ファサード側が大きな面となる今回の提案にあわせ、1 つの

窓で外観デザインにアクセントをつけることができる大型の開口部

モンドリアンウィンドウを導入。 
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④キッチンマルチカウンター 

当社オリジナルの吊戸棚無しの対面キッチンに、手元を隠

しつつ収納や幅広いカウンターを提案できるマルチカウン

ターを用意しました。当社オリジナル収納システム ARECS（ア

レックス）と組み合わせて LDK 空間のトータルコーディネイ

トが可能です。 

⑤埋込マガジンラック 

新聞や雑誌など、意外と片付かないもののために、壁の厚さ

を利用した埋込型（奥行 56 ㎜）の収納を用意しました。キッ

チンマルチカウンターの袖壁に適した S タイプと一般の壁を想

定した高さ 2m の T タイプの 2 タイプがあります。 

⑥シューズクローク用上吊戸 

近年一般的となってきた玄関脇に設置するシューズクローク用に、開

閉に邪魔にならず、引き込めば見えなくなる枠なしの上吊り型の引戸を

用意しました。 

 

Ⅲ．商品概要 

1．構  造  ハイパーフレーム（鉄骨軸組制震フレーム）構造 

2．本体価格  今回提示のプロトタイプで本体価格 3,090 万円 

（太陽光発電 3.78kW、エレベーター準備、消費税込み） 

3．販売地域  関東、東海、関西、山陽の一部、九州北部 

4．販売目標  （年間）500 棟 

5．発 売 日  2011 年 4 月 29 日（金）                           以上 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

〒160-8345 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

旭化成ホームズ株式会社 広報室 

 （電話）03-3344-7115   （FAX）03-3344-7050 

 （メール）j-koho@om.asahi-kasei.co.jp 
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◆プロトタイプ外観 

 

 

 

 

 

 

 

外観バリエーション事例   
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 ◆プロトタイプ間取り図 

 

 

 

エレベーター

設置準備  

エレベーター

設置準備  

２階平面図 

１階配置平面図 

敷地面積  ： 124.12 ㎡ (37.55 坪 ) 
1 階床面積  ：  63.73 ㎡ (19.28 坪 ) 
2 階床面積  ：  53.36 ㎡ (16.14 坪 ) 
延べ床面積  ： 117.09 ㎡ (35.42 坪 ) 
総  面  積  ： 131.08 ㎡ (39.65 坪 ) 

Ｒ階平面図 

太陽光発電パネル 3.78kW 搭載 
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